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全
日
電
工
連
第
31

回
電
気
工
事
業
全
国
大

会
は
11
月
12
日
、
山
口

県
宇
部
市
の
渡
辺
翁
記

念
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
今
大
会
は
、
組
合

員
が
目
的
を
も
っ
て
参

加
し
、
参
加
者
が
自
企

業
の
発
展
に
資
す
る
よ

う
な
発
見
が
で
き
る
大

会
を
目
指
し
開
催
さ
れ

た
。
大
会
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
、山
口
（
は
な
）

燃
ゆ
！
「
輝
く
明
日
の

電
気
工
事
業
」。
サ
ブ

テ
ー
マ
に
次
世
代
へ
の

継
承
「
仕
事
づ
く
り
・

人
づ
く
り
・
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
組

合
員
の
道
を
開
く
気
づ

き
の
場
と
し
て
需
要
創

第31回電気工事業全国大会開催
（中国・山口大会）
三分科会に分かれ意見交換会も

本県工組から役員・青年部など14名参加

造
の
方
策
を
討
議
し
、

併
せ
て
電
気
工
事
業
界

の
実
情
を
地
域
社
会
に

向
け
て
発
信
す
る
も

の
。
意
見
交
換
会
の
テ

ー
マ
は
、
大
会
サ
ブ
テ

ー
マ
の「
仕
事
づ
く
り
」

「
ひ
と
づ
く
り
」「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」
に
つ
い

て
テ
ー
マ
ご
と
に
会
場

を
割
当
て
、
３
会
場
で

テ
ー
マ
ご
と
に
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
た
。

　
大
会
式
典
で
は
、
前

回
大
会
か
ら
行
っ
て
い

る
特
色
あ
る
事
業
を
実

施
し
て
い
る
電
工
組
に

対
す
る
優
良
事
業
工
組

表
彰
及
び
プ
レ
ゼ
ン
が

実
施
さ
れ
、金
賞
に
は
、

組
織
活
性
化
事
業
と
し

て
三
重
県
「
工
業
高
校

生
と
の
意
見
交
換
会
・

次
世
代
育
成
事
業
」、

銅
賞
に
は
、
地
域
活
性

化
事
業
と
し
て
本
県
工

組
「
実
習
用
資
材
（
銅

線
及
び
配
線
器
具
等
）

寄
贈
支
援
事
業
が
、
ま

た
地
域
貢
献
事
業
と
し

て
埼
玉
県
下
一
斉
「
防

犯
灯
」「
道
路
照
明
灯
」

等
の
外
灯
無
料
点
検
の

実
施
事
業
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
た
。
な
お
、
今

回
銀
賞
は
該
当
事
業
が

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
表
彰
は
見
送
ら
れ

た
。

第３分科会：佐々木青年部副部長が参加。「地域貢献活動
について」「地元ＰＲ活動について」の２つの議題で討議。

あいさつする全日電工連米沢会長

第１分科会：平野理事長、小笠原理事が参加。「提案型技術営業」「自社特性事業」の２つの議題で討議。

第２分科会：高橋青年部副部長が参加。「人材育成につ
いて」「技術継承について」の２つの議題で討議。

　　　
「
仕
事
づ
く
り
」「
ひ

と
づ
く
り
」「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
の
三
分
科

会
、
各
19
テ
ー
ブ
ル
２

０
０
人
が
討
議
し
た
。

意
見
交
換
会
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電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング
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とっても でんきが ほっとする
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支部
トピックス

釜石支部

　
本
県
工
組
は
、
全
日

電
工
連
優
良
事
業
工
組

表
彰
に
お
い
て
、
前
会

大
会
の
銀
賞
に
続
き

「
実
習
用
資
材
（
銅
電

線
及
び
配
線
器
具
等
）

寄
贈
支
援
事
業
」
に
よ

り
二
大
会
連
続
受
賞
と

な
る
銅
賞
を
獲
得
し

た
。

　

大
会
式
典
に
お
い

て
、
表
彰
式
が
行
わ
れ

第
２
回
優
良
事
業
工
組
表
彰

本
県
工
組
、２
大
会
連
続
受
賞
!!

北
田
副
理
事
長
が
全
日

電
工
連
米
沢
寛
会
長
か

ら
表
彰
状
と
副
賞
の
目

録
を
授
与
さ
れ
た
。

　
当
該
事
業
は
、
平
成

20
年
８
月
か
ら
始
め
ら

れ
、
技
術
技
能
の
習
得

に
向
け
電
気
系
学
科
を

持
つ
高
校
に
対
し
て
、

業
界
と
し
て
電
気
工
事

業
界
へ
の
就
職
後
に
必

要
と
さ
れ
る
資
格
取
得

　
10
月
30
日
㈮
釜
石
市

に
お
い
て
、
昨
年
の
被

災
地
域
宮
古
市
に
次
い

で
開
催
さ
れ
た
。
移
動

理
事
会
は
組
合
運
営
の

円
滑
化
・
活
性
化
を
図

る
た
め
、
組
合
本
部
と

支
部
と
の
協
議
の
場
と

し
て
以
前
か
ら
開
催
し

て
い
る
も
の
。
震
災
か

ら
４
年
半
余
り
が
経
過

し
、
被
災
地
域
も
落
ち

着
き
を
と
り
も
ど
し
つ

つ
あ
る
と
は
い
え
、
組

合
本
部
と
し
て
被
災
地

の
現
状
把
握
と
組
合
と

し
て
の
支
援
策
等
を
検

討
す
る
た
め
行
っ
て
い

る
。
主
な
議
題
と
し
て

は
、

⑴
第
２
回
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
し

た
結
果
、
理
事
会
の
諮

問
機
関
で
あ
る
全
国
技

能
競
技
大
会
検
討
委
員

会
に
お
い
て
協
議
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　
次
に
、
議
題
⑵
県
内

電
気
工
事
業
界
へ
の
就

職
に
つ
い
て
協
議
し
た

結
果
、
今
後
と
も
各
支

部
に
お
い
て
組
合
役

員
、
支
部
長
を
中
心
に

課
題
解
決
に
向
け
、
地

元
定
着
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
た
。

　
議
題
⑶
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
支
援
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
成
果
が
十
分
に
生

か
し
切
れ
て
い
な
い
地

域
も
あ
る
よ
う
に
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
部

と
し
て
支
援
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
検
証
す
る

た
め
、
そ
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
実
態
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　
議
題
⑷
実
習
用
資
材

寄
贈
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
各
支
部
に
お
い

て
さ
ら
に
そ
の
成
果
が

現
れ
る
よ
う
、
具
体
的

な
実
施
状
況
に
つ
い
て

把
握
し
た
う
え
で
取
り

組
む
こ
と
と
し
た
。

　
最
後
に
⑸
報
告
事
項

と
し
て
、
第
一
種
電
気

工
事
士
認
定
基
準
年
数

（
実
務
経
験
年
数
）
短

縮
要
請
及
び
電
気
工

事
士
法
改
正
を
視
野

に
「
電
気
工
事
士
免
状

更
新
制
度
」
の
要
請
等

に
つ
い
て
全
日
電
工
連

の
国
へ
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　

移
動
理
事
会
終
了

後
、
引
き
続
き
釜
石
支

部
役
員
・
青
年
部
と
の

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

鈴
木
支
部
長
か
ら
組
合

員
の
増
加
に
向
け
て
組

合
員
で
あ
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
、
こ
れ
を
受

け
意
見
交
換
を
し
た
。

　
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
た
組
合

な
ら
で
は
の
第
三
者
損

害
賠
償
保
険
、
業
務
災

害
補
償
制
度
、
免
許
取

得
に
向
け
た
講
習
会
の

受
講
、
東
北
電
力
と
の

業
務
を
通
じ
た
強
い
連

携
関
係
や
視
察
・
研
修

等
が
あ
る
。

　
ま
た
、
組
合
を
通
じ

て
得
ら
れ
る
情
報
価
値

の
大
き
さ
も
貴
重
で
あ

る
と
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　
移
動
理
事
会
、
釜
石

支
部
と
の
懇
談
会
終
了

後
東
北
電
力
釜
石
営
業

所
有
川
所
長
様
、
小
林

副
所
長

様
を
来

賓
と
し

て
お
招

き
し
、

懇
親
会

が
開
催

さ
れ
、

会
議
で

話
き
れ

な
か
っ

た
話
題

に
つ
い

て
話
し
合
う
等
和
や
か

に
懇
談
し
た
。

　
ま
た
、
釜
石
仙
寿
院

住
職
の
芝
崎
恵
應
氏
と

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
の
桜
庭
吉
彦
氏

を
講
師
に
視
察
と
現
場

で
の
ご
講
演
を
い
た
だ

い
た
。

（
講
演
の
概
要
は
３
面
）

組合事業の状況と支援策協議

釜
石
か
ら
の
発
信
！

　
鉄
。
２
０
１
５
年
７

月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
の
構
成
資

産
に
「
橋
野
鉄
鉱
山
」

が
含
ま
れ
る
。

　
高
炉
方
式
に
よ
る
近

代
製
鉄
は
、
盛
岡
藩
士

大
島
高
任
が
大
橋
で
、

安
政
４
年
（
１
８
５
７

年
）
12
月
１
日
出
銑
に

成
功
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
こ
の
日
は
、「
鉄

の
記
念
日
」。

　
そ
の
後
、
橋
野
や
栗

林
な
ど
に
高
炉
が
築
か

れ
る
が
現
存
す
る
の
は

橋
野
高
炉
跡
。
日
本
人

の
手
に
よ
る
、
地
域
の

鉄
鉱
石
、
木
炭
な
ど
の

資
源
、
南
部
ふ
い
ご
と

呼
ば
れ
る
技
術
、
そ
し

て
粘
り
強
く
働
く
人
材

を
駆
使
し
て
の
製
鉄
の

成
功
。「
不
撓
不
屈
」「
就

地
取
材
」
が
釜
石
人
の

気
質
に
残
る
。

　
橋
野
鉄
鉱
山
は
、
石

で
組
ま
れ
た
高
炉
跡
を

見
る
だ
け
で
は
な
く
、

ガ
イ
ド
の
話
を
聞
い
て

当
時
の
人
の
営
み
を
肌

で
感
じ
て
ほ
し
い
。
今

の
社
会
に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　
な
お
、
12
月
９
日
よ

り
３
月
31
日
ま
で
冬
期

間
休
館
。

　
海
。
釜
石
湾
入
口
の

釜
石
港
湾
口
防
波
堤
復

旧
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
防
波
堤
は
、

水
深
63
メ
ー
ト
ル
の
深

さ
に
つ
く
ら
れ
、
世
界

で
も
っ
と
も
深
い
海
に

つ
く
ら
れ
た
防
波
堤
と

し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
で
倒
壊
等

が
あ
り
、
以
前
よ
り
粘

り
強
い
防
波
堤
に
な
る

よ
う
復
旧
工
事
が
進
め

ら
れ
る
。
世
界
に
誇
る

日
本
の
技
術
を
見
て
ほ

し
い
。

　
ラ
グ
ビ
ー
。
２
０
１

５
年
３
月
に
２
０
１
９

年
日
本
で
開
催
さ
れ
る

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
開
催
地
の
一
つ

に
釜
石
が
選
ば
れ
た
。

新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー

部
日
本
選
手
権
７
連
覇

や
そ
の
遺
伝
子
を
継
ぐ

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
釜
石
シ

ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ
Ｃ

の
活
躍
で
、
ラ
グ
ビ
ー

の
ま
ち
と
し
て
全
国
に

知
れ
渡
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
釜

石
か
ら
世
界
に
、
復
興

と
感
謝
を
発
信
し
た

い
。
釜
石
駅
と
な
り
の

シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
に
、

ラ
グ
ビ
ー
カ
フ
ェ
が
プ

レ
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
「
日
本
の
釜
石
」
か

ら
「
世
界
の
釜
石
」
へ

羽
ば
た
き
始
め
て
い

る
。（

次
回
は
遠
野
支
部
）

移動理事会 釜石で開催

被災地・復興視察と講演も

全日電工連米沢会長から表彰を受ける北田副理事長

活発な意見が交わされた釜石移動理事会

に
向
け
工
事
組
合
と
電

業
協
会
の
共
同
事
業
と

し
て
実
施
。

　
金
銭
的
な
も
の
で
な

く
、
電
気
工
事
用
資
材

（
余
長
電
線
等
）
を
授

業
の
教
材
と
し
て
提
供

し
、
電
気
工
事
士
資
格

取
得
指
導
の
た
め
実
習

用
資
材
と
し
て
活
用
し

て
も
ら
う
も
の
で
、
組

合
員
、
協
会
員
が
当
該

資
材
を
拠
出
し
、
工
業

系
高
校
等
に
支
援
す
る

こ
と
等
の
観
点
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
。

　
事
業
効
果
、実
行
性
、

全
国
展
開
、
継
続
性
な

ど
審
査
員
の
高
い
評
価

を
受
け
た
も
の
。

　
今
年
度
は
、
全
国
９

ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
20
事
業
が

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力１０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
岩手県支部／ 北上市上江釣子２地割５番地　TEL 0197-77-2546　FAX 0197-77-2527
連　絡　所／ 盛 岡 市☎ 019-687-1762 奥州市☎ 0197-25-4683 一関市☎ 0191-21-1084
 大船渡市☎ 0192-27-1855 釜石市☎ 0193-23-1460 宮古市☎ 0193-67-2138
 久 慈 市☎ 0194-55-3045 二戸市☎ 0195-25-5805 花巻市☎ 0198-45-3304



⑶　平成27年11月25日㈬ 岩　手　の　電　気　工　事 第453号
　
釜
石
市
内
中
心
部
の

小
高
い
丘
に
あ
る
仙
寿

院
は
東
日
本
大
震
災
大

津
波
の
被
災
を
免
れ

た
。
震
災
発
生
時
本
堂

に
は
５
７
０
人
、
境
内

に
は
１
８
０
人
の
避
難

者
が
焚
火
で
暖
を
取

り
、
身
を
寄
せ
不
安
な

夜
を
明
か
し
た
。寺
は
、

避
難
所
と
し
て
延
べ
１

８
０
日
間
、
９
８
０
０

人
が
利
用
し
た
。
震
災

か
ら
９
日
間
の
停
電
。

「
私
た
ち
は
電
気
な
し

東
日
本
大
震
災
大
津
波
を
経
験
し
て

釜
石
市
仙
寿
院
住
職
　

芝
崎
　
惠
應
　
氏

に
は
正
常
な
生
活
は
営

め
な
い
こ
と
」
を
痛
感

し
た
。「
電
気
は
社
会

生
活
の
基
本
。」
避
難

生
活
が
長
期
に
及
び
究

極
の
現
場
で
人
間
の
い

ろ
い
ろ
な
面
が
見
え
て

く
る
。
自
ら
律
し
て
行

動
で
き
る
人
と
自
ら
を

見
失
う
人
が
出
て
く

る
。
自
ら
行
動
す
る
人

は
挨
拶
を
す
る
人
。「
挨

拶
は
、
我
を
忘
れ
な
い

こ
と
の
け
じ
め
で
あ

る
」と
教
え
て
く
れ
た
。 　

新
日
鉄
釜
石
に
入
社

し
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
み

明
る
い
話
題
を
提
供
し

市
民
を
勇
気
づ
け
て
き

た
。
震
災
で
疲
弊
し
た

釜
石
。「
ラ
グ
ビ
ー
を

通
し
て
市
民
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
る
存
在
で

あ
り
た
い
」
と
行
動
し

ラグビーワールドカップ
釜石大会開催に向けて
ワールドカップ２０１９　　

アンバサダー　　　　
桜庭　吉彦　氏

て
い
る
。

　
「
釜
石
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
開
催
を
契
機
と

し
て
、
被
災
地
の
復
興

が
進
み
、
元
気
な
釜
石

の
姿
を
震
災
時
に
ご
支

援
く
だ
さ
っ
た
全
世
界

に
発
信
で
き
る
大
き
な

意
義
が
あ
る
。」

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
は
、

日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
で

全
世
界
が
大
い
に
沸
い

た
。
大
会
成
功
に
向

け
、
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム

は
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が

進
む
。

　
一
県
民
と
し
て
、
電

気
工
事
業
界
と
し
て
、

釜
石
大
会
の
成
功
に
向

け
み
ん
な
で
応
援
し
よ

う
。

各
種
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
２
０
１
５
年
度
の
優

秀
施
工
者
国
土
交
通
大

臣
顕
彰
（
建
設
マ
ス
タ

ー
）
と
青
年
優
秀
施
工

者
土
地
・
建
設
産
業
局

長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ

ア
マ
ス
タ
ー
）
の
表
彰

式
が
10
月
９
日
、
東
京

港
区
に
あ
る
メ
ル
パ
ル

ク
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。

　
建
設
マ
ス
タ
ー
は
、

優
秀
な
技
術
技
能
を
持

ち
、
更
新
の
指
導
・
育

成
等
に
貢
献
し
た
建
設

技
能
者
を
対
象
ま
た
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

は
今
回
が
初
の
顕
彰
。

建
設
現
場
に
10
年
以
上

従
事
し
39
歳
以
下
の
若

手
技
能
者
等
を
対
象
。

建
設
マ
ス
タ
ー
は
、
奥

田
智
洋
氏
（
相
光
電
気

㈱
）、山
田
貴
広
氏
（
岩

舘
電
気
㈱
）。
建
設
ジ

ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
は
、

高
橋
洋
介
氏
（
北
上
電

工
㈱
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
た
。

　
２
０
１
５
年
度
の
岩

手
県
卓
越
技
能
者
表
彰

式
が
、
去
る
11
月
９
日

盛
岡
市
サ
ン
セ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
電
気
工
事
関

係
で
は
、佐
藤
新
氏（
北

上
電
工
㈱
）
が
青
年
卓

越
技
能
者
表
彰
を
受
賞

し
た
。

　
県
は
、
県
内
各
分
野

で
極
め
て
優
れ
た
技
能

を
有
し
、
他
の
模
範
と

な
る
技
能
者
を
毎
年
表

彰
し
て
い
る
。

優
秀
施
工
者

国
土
交
通
大
臣

顕
彰

奥田智洋氏

高橋洋介氏 山田貴広氏

佐藤新氏

岩
手
県
卓
越

技
能
者
表
彰
式

一般的な工業高校の就職スケジュール 新規高卒者を採用する際の参考にご活用ください。

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10 TEL 019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター TEL 019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・八戸・青森・秋田・仙台・石巻

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品
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当
会
上
部
団
体
で
あ

る
会
員
大
会
が
、
10
月

１
日
、
北
海
道
札
幌
市

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
、
当
会

か
ら
工
藤
顧
問
、
松
橋

会
長
、佐
々
木
副
会
長
、

千
田
専
務
理
事
が
出
席

し
た
。

　
大
会
に
は
、
全
国
の

会
員
３
９
０
名
と
、
ご

来
賓
と
し
て
本
田
幸
一

国
土
交
通
省
北
海
道
開

発
局
長
を
は
じ
め
、
辻

泰
弘　

北
海
道
副
知

事
、
秋
元
克
広
札
幌
市

長
ら
が
出
席
し
た
。

　

大
会
は
、（
一
社
）

松橋会長ら４名出席
大会決議を採択

日
本
電
設
工
業
協
会
山

口
学
会
長
の
挨
拶
、
来

賓
挨
拶
の
後
、
経
営
企

画
委
員
副
委
員
長
で
振

興
電
気
㈱
代
表
取
締
役

社
長
の
門
間
俊
道
氏
に

よ
る
「
適
正
工
期
の
確

保
に
向
け
て
」、（
一
社
）

北
海
道
電
業
協
会
会
員

で
西
山
坂
田
電
気
㈱
取

締
役
経
営
企
画
室
長
の

西
山
智
氏
に
よ
る
「
雪

を
味
方
に
付
け
る
両
面

発
電
型
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
採
用
し
た
克
雪
型
ソ

ー
ラ
ー
発
電
所
」
と
題

し
た
基
調
報
告
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
大
会
決

議
と
し
て
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、

「
夢
と
生
き
が
い
の
あ

る
電
設
業
界
」
を
目
指

し
て
、
①
「
優
秀
な
人

材
の
確
保
と
技
術
・
技

能
の
継
承
」、
②
「
適

正
な
価
格
・
適
正
な
工

期
で
の
受
注
の
確
保
」、

③
「
分
離
発
注
の
推

進
」、
④
「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
の
強
化
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
」
の
４
つ
の
目
標

に
向
け
、「
戦
略
的
広

報
活
動
・
関
係
団
体
等

と
の
連
携
強
化
」
が
採

択
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
と

し
て
「
い
つ
ま
で
も
挑

戦
す
る
心
と
体
」
〜
80

歳
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
〜

と
題
し
、
プ
ロ
ス
キ
ー

ヤ
ー
の
三
浦
雄
一
郎
氏

の
講
演
、
引
き
続
き
懇

親
会
が
行
わ
れ
た
。

　
な
お
、来
年
度
の（
一

社
）
日
本
電
設
工
業
協

会
会
員
大
会
は
、
中
国

支
部
が
担
当
し
、
来
年

10
月
20
日
に
岡
山
県
岡

山
市
で
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

岩
手
県
主
催
の
建
設
業

　
岩
手
県
と
の
建
設
業
地
域
懇
談
会

県
内
13
地
区
で
開
催
　

地
域
懇
談
会
が
９
月
２

日
よ
り
、
奥
州
地
区
、

千
厩

地
区

の
開催を

皮
切
り

に
始

ま
っ

た
。

９
月

28
日

の
盛

岡
地

区
を
最
終
に
、
延
べ
８

日
間
、
県
内
13
地
区
で

行
わ
れ
た
。
県
側
か
ら

は
、
及
川
県
土
整
備
部

河
川
港
湾
担
当
技
監
、

山
崎
総
務
部
総
務
室
入

札
担
当
課
長
、
県
土
整

備
部
建
設
技
術
振
興
課

か
ら
桐
野
総
括
課
長
、

幸
野
技
術
企
画
指
導
課

長
、
小
上
建
設
業
振
興

担
当
課
長
ら
が
出
席

し
、
平
成
29
・
30
年
度

県
営
建
設
工
事
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
基
準

の
見
直
し
案
に
つ
い
て

や
総
合
評
価
落
札
方
式

に
お
け
る
地
域
貢
献
活

動
の
見
直
し
に
つ
い
て

説
明
。
そ
の
後
、
各
地

域
の
建
設
関
連
団
体
の

代
表
者
と
各
業
界
や
各

地
域
に
お
け
る
問
題
点

や
要
望
に
つ
い
て
懇
談

が
行
わ
れ
る
。

　
特
に
も
今
年
度
、
県

は
今
年
度
以
降
の
４

年
間
（
平
成
27
〜
30
年

度
）
を
、
い
わ
て
建
設

業
対
策
中
期
プ
ラ
ン
に

お
け
る
復
興
基
本
計
画

８
年
間
の
後
半
４
年
間

に
当
た
り
、
本
格
復
興

期
か
ら
復
興
後
の
更
な

る
展
開
へ
移
行
す
る
ま

で
の
期
間
で
、
建
設
投

資
額
の
縮
小
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
経
営
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
プ

ラ
ン
に
見
直
し
、
平
成

29
・
30
年
度
県
営
建
設

工
事
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
基
準
も
、
災
害

緊
急
時
に
お
け
る
対
応

や
地
域
貢
献
活
動
に
対

す
る
評
点
の
加
点
範
囲

の
拡
大
等
、
地
域
に
根

差
し
地
域
社
会
か
ら
信

頼
さ
れ
る
「
技
術
と
経

営
に
優
れ
た
企
業
」
の

評
価
に
重
点
を
置
い
て

い
る
。（
文
責　
千
田
）

（一社）日本電設工業協会
平成27年度会員大会開催

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市志家町13－25
 電話（019）652－2291㈹

　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所

三菱電機住環境システムズ株式会社

東北支社　統括営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11

TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

これからの暮らしに、
本当に必要なものってなんだろう。
―これからの豊かさや幸せのために、
　私たちが、はじめたこと。
　それは、あらためて「暮らしの本質」を
　見つめなおすこと。
　〝省エネ化〟「省資源化」という社会全体の
　課題を解決しながら、
　ひとりひとりの「暮らしのクオリティ」を高めていくこと。
　そのための、新しいものづくりをはじめること。

　時代が効率を求めても、
　社会が複雑に変わっても、
　暮らしに大切なものはそう変わらない。
　誰もが使いやすい「人」発想の設計で、
　かしこくムダのないエコテクノロジーで、
　私たちは、人と社会、地域をつないで、
　これまでにない暮らしのよろこびを
　お届けしていきます。

　きょうをもっと豊かなものに、
　あしたをもっと待ち遠しいものに、
　変えていくために。


